
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
の
二
字
漢
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て

信
牧

キ
件

久

董

那

一　
は
じ
め
に

稿
者
は
先
に
、

「高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
」
の
漢
字
声

調
に
つ
い
て
、

「保
延
本
法
華
経
単
字
」

（以
下

「法
華
経
単
字
」
と
略
称

す
る
）
の
反
切
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
の
出
来
る
呉
音
弾
宇
声
調
と
比
較
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
そ
の
際
、
稿
末
に

次
の
よ
う
な
推
測
を
述
べ
た
。

本
文
献
を
経
典
の
呉
音
字
音
直
読
文
献
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、　
一
音
節

去
声
字
の
上
声
化
お
よ
び
上
声
字

・
去
声
字
の
後
の
二
音
節
去
声
字
の
上

声
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
久
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
本
文
献

の
加
点
者
は
、
殆
ど
の
場
合
、
加
点
さ
れ
た
漢
字
を
何
文
字
か
の
ま
と
ま

り
で

（場
合
に
よ
っ
て
は

一
字
で
）
、
日
本
語
と
し
て
の
語
と
捉
え
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

但
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
言
う
語
の
、
日
本
語
と
し
て

の
定
着
度
に
は
幅
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
、
多
く
の
語

は
臨
時

一
語
的
な
も
の
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
臨
時

一
語
と
し
て
の
単
字
声

調
の
連
続
が
、
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
組
解
を
来
さ
な
い
限
り
、
そ
の
ま

ま
の
形
で
受
け
入
れ
る
の
が
基
本
で
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
お
よ
び
上
声
字

・
去
声
宇
に
下
接
す
る
三
音
節

去
声
字
の
上
声
化
以
外
に
も
声
調
変
化
の
現
象
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
変
化
の
内
に
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

臨
時

一
語
の
、
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
不
自
然
で
な
い
単
字
声
調

の
連
続
も
、
語
と
し
て
熟
合
度
が
高
ま
る
と
更
に
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
を
起

こ
す
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
和
語
に
は
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
本
文
献
の
加
点
者
が
加
点
さ
れ
た
漢
字
の
ま
と
ま
り
を
語
と
認
識

し
た
と
す
れ
ば
、
和
語
に
生
ず
る
現
象
が
漢
語
に
お
い
て
も
生
ず
る
こ
と

は
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

本
孜
で
は
、
こ
の
よ
う
な
推
測
に
対
す
る
答
え
を
探
る

一
つ
の
試
み
と
し

て
、
日
本
語
の
中
で
の
漢
語
と
し
て
最
も
基
本
的
な
形
で
あ
る
二
字
漢
語
に

焦
点
を
し
ば

つ
て
、
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

付
言
す
れ
ば
、
本
文
献
の
声
点
差
声
お
よ
び
宇
音
仮
名
加
点
は
、
大
半
が

漢
字
二
字
単
位
に
対
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
漢
字
二
字
が
語
の
単
位

で
な
い
可
能
性
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
上
声
お
よ
び
去
声
二
音
節
字
の
後

の
字
に
去
声
点
の
差
声
が
僅
か
の
例
外
を
除
い
て
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
ア
ク
セ
ン
ト
的
に
は
、　
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
た
も
の
と
見
な
し
得
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
も
臨
時

一
語
的

な
も
の
と
し
て
、
二
宇
漢
語
に
含
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
二

字
以
上
の
連
続
に
声
点
差
声
が
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
ど
の
ま
と
ま
り

を
語
と
す
る
か
確
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
の
で
、
本
孜
で
は
取
り
上
げ

な
か

っ
た
。

本
孜
で
は
、
二
字
漢
語
に
差
声
さ
れ
た
声
点
を
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
捉
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え
、
ま
ず
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
に
よ
る
整
理
を
加
え
た
。
ま
た
、

「法
華
経
単

宇
」
の
反
切
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
の
出
来
る
呉
音
単
字
声
調
と
比
較
を
行
な

い
、
そ
の
ず
れ
に
基
づ
い
て
、
臨
時

一
語
的
な
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
更
に
ア
ク

セ
ン
ト
が
変
化
す
る
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

ニ
　
ア
ク
セ
ン
ト
型
の
類
別
と
量
的
分
布

本
文
献
の
二
宇
漢
語
に
対
し
て
声
点
が
差
声
さ
れ
た
も
の
を
、
音
節
数
と

ア
ク
セ
ン
ト
型
の
違
い
に
よ

つ
て
類
別
し
用
例
数
を
示
し
た
も
の
が
、
以
下

の

一
覧
で
あ
る
。

＊
以
下
の
、
記
号
に
よ
る
ア
ク
セ
ン
ト
表
示
は
、
次
の
通
り
で
あ
る

高
音
節
０
・
低
音
節
Ｏ
・
去
声
音
節
■

（語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
は
０
で
現
れ
る
）

・
入
声
韻
尾
音
節
△

（入
声
軽
に
お
い
て
は
高
音
節
▲
と
な
る
）

三
音
節
語
に
つ
い
て
は
、
漢
字
に
対
応
す
る
音
節
の
ま
と
ま
り
を
示
し
た

＊
数
値
は
用
例
数

　

（　
）
内
は
明
ら
か
に
漢
音
読
と
見
な
さ
れ
る
漢
字
を
含
む
語
の

用
例
数

（内
数
）
で
あ
る

音
節
数
別
語
ア
ク
セ
ン
ト
型

一
覧

２
音
節

低
平

Ｏ
Ｏ

・５
　
匪
卒
ビ
牌
♀
ア

い
？
ざ

末
高

〇
●

９
　
主
♀
ラ
ユ
稼
至
万

μ
と
翼

頭
高

Ｏ
０

３９
　
軌
エ
ア
ヰ
度
♀
迎
卜

ふ
占
Ｅ

古
回
平

０
●

３４
　
警
盆
渾
子
盆
ラ

Ｐ？
駅
ｏ

３
音
節

低
平
　
８５

０

一
〇
０

２８
　
薄
字
ブ
蔭
♀
ブ
ム
誤
蔦
“

２６
③
一鳳
（モ

ル
イ
痩

♀
ラ

ユ
武

高
Ｐ

２０
　
普

（平
ブ

沿

（入
濁
ア

フ

裏
・留
『
　

，

■
　
若

久
〓
ヤ
ク
痛

♀
Ｏ

コ

Ｎ

蔦
〓

‐２
　

勧
♀
ブ
勢

３

ラ
ウ

毬

・
騨
誤

２５
②
霧

♀
デ
ム
漏
盆
ラ
ヤ

あ
あ
埓

２‐
　
頬

久
ア

フ
如

こ
と

ヨ

ぎ

記
儲

‐７
①
低

曇
デ
イ
下
♀
⑬
ケ

翼

占
ぎ

３８
①
臨
雲
了

ム
駅
こ
リ
キ
ヨ

溌

あ
Ｓ
ド

３
　
被

♀
ビ
象

（入
と

易

Ю
い
。謡
∞

４７
　

遅

¢
ア
緩
３

ク
ワ
ン

留

ｏ島
”

２‐
①
勇
（と

ユ
敵

叉
デ
ヤ
ク

∵

区
ω

４
②
座
エ
ゼ
ン
癒
＊
♀
二
含
愈
」
フ
見
消
チ
訂
正
）
ぎ
よ
駕

１
　
琢
久
警
シ
ユ
ツ
旺
♀
ア

『
？
認
『

‐５
　
不
こ
ジ
瞬
こ
ラ
ユ
ン
ぶ
記
驚

２
　
盛
亀
上
つ
△
シ
ヤ
ウ
伽
量
↓
キ
ヤ
Ｓ
馬
］

３
　
佳
【（と

キ
辞
弥
雲
濁
）サ
イ

μ
？

ミ
ω

４８
⑭

儒

♀
ア

ウ
伴

（平
鬱

９

的
甲

駕

５６
①

琲

卒
〕

９

析

久
ラ

ヤ
ク

儲

占
謡

‐６
　

激

久
▼

ヤ
ク
電

♀
つ

〓多

ω
？

ぽ

Ю

２０
①

測

尺
ラ

キ
度

久
ア

ク

照

あ
８

Ｏ
〇

一
〇

〇

一
〇
△

〇
△

一
〇

末
高
　
５８

０

一
〇
●

○
〇

一
●

○
△

一
●

中
高

Ｏ
●

一
〇

平
板

　
４‐

〇
●

一
●

〇

一
０
▲

頭
高
　
６８

●

一
〇
〇

●

一
〇
△

末
低
　
５

０
●

一
〇

●
▲

〒
○

高
平
　
１７

●

一
０
●

０
●

一
●

中
低

０

一
〇
●

４
二
日
れ即

低
平
　
‐４０

０
０
０
０

０
０
０
△

〇
△
Ｏ
Ｏ

Ｏ
△
〇
△
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末
高
　
５４

０
０
０
●

３‐
０
築
♀
っ
ケ
ウ
揺
雲
ｒ
ウ
∵
ｏ

Ｏ
△
〇
●

２３
０
擢
只
ア
ク
幹
雲
万
ン
↓
遵
ｍ

中
高
　
‐ｏ８

０
●
〇
〇

５７
⑤
堅
雲
ア
ン
硬
♀
万
ク
Ｓ
蔦
認

Ｏ
●
Ｏ
△

５０
０
明
套
て
ヤ
ウ
徹
ズ
デ
ツ
∵
ぎ

○
△
●
０

１
　
渇
△
穴
万
ツ
仰
△
♀
と
カ
ウ
照
も
ω

平
板
　
３０

０
０
●
●

２６
②
鑽
套
ア
ン
仰
こ
つ
キ
ヤ
タ
馬
よ
滉

０
０
●
▲

４
⑪
渾
曇
百
ン
濁
ズ
軽
つ
チ
ヨ
ク
葛
も

中
低

〇
●
０
０

１
　
精
曇
ラ
ヤ
上
麗
雲
ラ
イ
酬
占
ｏ

中
末
高
　
Ｈ

Ｏ

Ｏ

●

●

４
　

押

緑

塁
朱
モ

コ
ウ
撃

命

塁
朱
入
警

キ
ヤ
ク

器

高

∞

Ｏ

Ｏ

●

▲

４

の

上

卒

迎

署

久

晉

カ
ク

島

占

島

Ｏ
△
０
●

２
　
骨
久
百
ツ
髄
こ
つ
ス
イ
馴
占
『

Ｏ
△
●
▲

１
　
挟
λ
ア
フ
閣
欠
晉
カ
ク
留
あ
μ

中
末
低
　
１６

０
●
Ｏ
０

４
　
漂
工
Ｘ
ウ
冷
♀
丁
ン
∵
２

●
０
０
△

‐２
②
漂
２
Ｘ
ウ
溺
穴
〓
ヤ
ク
お
蔦
鰹

古
回
平

０
●
０
●

２
　
聞
亀
と
揚

曇
と
ヤ
ウ

器

鵡
Ｓ

右

の

一
覧
を
、
ア
ク
セ
ン
ト
型
毎

の
用
例
数

の
多

い
順
に

一
〇
位
ま
で
並

べ
る
と
次

の
様
に
な
る
。

＊
音
節
の
高
低
の
み
で
ま
と
め
、
次
の
よ
う
な
違
い
を
区
別
し
な
い

入
声
軽
韻
尾
音
節
▲
と
高
音
節
●
、
入
声
韻
尾
音
節
△
と
低
音
節
○
と
を
区
別
し
な

い
。
ま
た
、
三
音
飾
語
の
単
字
に
対
応
す
る
音
節
の
ま
と
ま
り
の
違
い
を
区
別
し
な

い

①
４
音
節
低
平
　
‐４０

②
４
音
節
中
高
　
‐０８

③
３
音
節
低
平
　
８５

④
３
音
節
頭
高
　
６８

⑤
３
音
節
末
高
　
５８

⑥
４
音
節
末
高
　
５４

⑦
３
音
節
平
板
　
４‐

③
２
音
節
頭
高
　
３９

③
２
音
節
高
平
　
３４

⑩
４
音
節
平
板
　
３０

高
順
位
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
ほ
ど
本
文
献
の
二
字
漢
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し

て
多
く
見
ら
れ
る
型
で
あ
る
。
用
例
数
の
多
寡
は
、
基
本
的
に
は
、
二
宇
漢

語
を
構
成
す
る
単
字
毎
の
声
調
の
連
続
形
の
多
寡
が
、
反
映
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
前
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
本
文
献
の
単
宇
毎
の
声
調
と

「法

華
経
単
字
」
声
調
と
に
は
不

一
致
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
内
に
は
、
本
文
献
の

加
点
者
の
理
解
す
る
呉
音
単
字
声
調
と
、

「法
華
経
単
字
」
反
切
に
よ

っ
て

知
る
こ
と
の
出
来
る
呉
音
単
字
声
調
と
が
異
な

っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の

も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
更
に
、
日
本
語
と
し
て
の
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
に
よ

っ
て
単
字
の
声

調
と
は
違

っ
た
声
調
と
な

つ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら

に
は
、　
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
、
上
声
及
び
二
音
節
去
声
字
の
後
の
二
音

節
去
声
字
の
上
声
化
の
よ
う
に
、
日
本
語
の
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
存
在
し

な
い
ア
ク
セ
ン
ト
型
を
避
け
る
た
め
の
変
化

（第

一
次
の
ア
ク
セ
ン
ト
変

化
）
と
、
語
の
熟
合
に
よ

つ
て
ア
ク
セ
ン
ト
が
変
化
す
る
第
二
次
の
ア
ク
セ

ン
ト
変
化
と
が
含
ま
れ
る
。
本
稿
で
焦
点
を
当
て
る
の
は
、
こ
の
内
の
、
語

の
熟
合
に
よ
つ
て
ア
ク
セ
ン
ト
が
変
化
す
る
第
二
次
の
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
で

あ
る
。
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〓
一　
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
単
字
声
調
連
続
形
と
の
対
照

こ
こ
で
は
、
本
文
献
の
声
点
差
声
の
あ
る
二
字
漢
語
で
、

「法
華
経
単

宇
」
の
反
切
に
よ
っ
て
単
字
の
声
調
を
知
る
こ
と
の
出
来
る
語
に
つ
い
て
、

「法
華
経
単
字
」
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
の
出
来
る
単
宇
声
調
の
連
続
形
と
、

本
文
献
の
声
点
差
声
に
基
づ
く
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
を
対
照
さ
せ
て
考
察
を

加
え
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、

「法
華
経
単
字
」
と
の
比
較
で
あ
る
か
ら
、

明
ら
か
に
漢
音
読
と
見
ら
れ
る
漢
字
を
含
む
語
は
、
以
下
の
考
察
に
お
い
て

は
除
か
れ
る
。

久
の

一
覧
は
、
こ
れ
ら
の
語
を
二
つ
の
観
点
か
ら
分
類
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
。

漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
↑
単
字
声
調
連
続

同
じ
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
を
持

つ
語
を
ま
と
め
、
そ
れ
が
単
字
の
声
調
連
続
と

し
て
ど
の
よ
う
な
ア
ク
セ
ン
ト
で
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○
△
〇
●
↓
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０

１
　
費
♀
系
ウ
塔
♀
ア
ウ
遭
～
∞

○
〇
〇
●
↓
０
０
●
０

２
　
嫌
雲
＞
ム
恨
こ
百
ン
駕
あ
『

Ｏ
Ｏ
Ｏ
●
↓
●
０
●
０

１
　
聞
星
と
揚
亀
と
ヤ
ウ
溺
蔦
Ｓ

中
告
回
　
３２
　
ｏ
〕
ｍ潔

〇
●
○
○
↓
０
０
０
０

１０
　
勢
曇
ア
ウ
倦
卒
ブ
ヱ
ン
８
占
超

〇
●
○
△
↓
０
０
０
△

１０
　
門
♀
￥
ン
闇
久
０
タ
ツ
鶴
よ
ｏ

Ｏ
●
○
○
↓
○
Ｏ
Ｏ
０

１
　
煙
亀
モ
エ
ン
焔
墓
モ
エ
ム
儲
点
鼠

０
０
０
０
↓
Ｏ
△
〇
〇

１
　
門
亀
心
蔽
亀
と
ヘ
イ
中
≦
∞

０

０

０

△

↓

○

○

○

△

５

　

門

森

墨
朱
モ

闇

森

墨
朱
ゐ

タ
ツ

認

占

∞

○
●
Ｏ
Ｏ
↓
０
●
○
０

１
　
剛
至
つ
カ
ウ
齋
卒
ア
イ
∵
ざ

○
●
○
△
↓
０
●
○
△

４
　
爪
盆
手
ウ
甲
ス
万
フ
埓
あ
認

中
低
　
８
　
ｏ
〕
禦

Ｏ
●
Ｏ
●
↓
０
０
●
●

５
　
群
雲
ｅ
ク
ン
萌
盆
▼
ク
Ｒ
鵡
お

Ｏ
●
〇
●
↓
Ｏ
Ｏ
Ｏ
●

１
　
叢
字
ブ
ク
林
套
丁
ン
毬
占
Ｒ

Ｏ
●
Ｏ
●
↓
０
０
０
０

２
　
超
曇
）邁
△
♀
▼
イ
△
馬
占
毬

以
上
の
一
覧
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
後
の
表
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
先
に
類

別
し
た
、
用
例
数
第

一
位
の
四
音
節
低
平
ア
ク
セ
ン
ト
の
語
に
つ
い
て
見
る

と
、
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
側
か
ら
見
た

一
致
率
が
認
ヽ
％
、
単
字
声
調
連
続

形
の
側
か
ら
見
た

一
致
率
は
駕
あ
％
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
文
献
の
漢
語
ア

ク
セ
ン
ト
と
し
て
四
音
節
低
平
型
で
あ
る
語
は
、
駕
ヽ
％
が
単
宇
声
調
連
続

形
と
し
て
も
四
音
節
低
平
型
で
あ
り
、
単
字
声
調
連
続
形
と
し
て
他
の
ア
ク

セ
ン
ト
型
で
あ
つ
て
、
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
四
音
節
低
平
型
で
あ
る
も

の
は
馬
あ
％
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
単
字
声
調
連
続
形
と
し
て
四
音

節
低
平
型
で
あ
る
語
は
、
そ
の
駕
あ
％
が
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
も
同
じ

型
で
あ
り
、
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
他
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
で
あ
る
も
の
は
、

馬
絶
％
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
は
、
他
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
の
一
致
率
と

比
較
す
る
な
ら
ば
、
全
体
と
し
て
高
率
で
あ
り
、
四
音
節
低
平
型
は
語
の
熟

合
に
よ
る
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
少
な
い
ア
ク
セ
ン
ト
型
と
言
う
こ
と
が
出
来

る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
、
こ
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
が
臨
時

一
語
的
な
ア
ク
セ
ン
ト

型
と
し
て
ポ
ピ

ユ
ラ
ー
な
型
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
用
例
数
第
二
位
の
四
音
節
中
高
ア
ク
セ
ン
ト
の
語
に
つ
い
て
見
る

と
、
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
側
か
ら
見
た

一
致
率
が
ぶ
も
％
、
単
字
声
調
連
続

形
の
側
か
ら
見
た

一
致
率
は
儲
～
％
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
四
音
節
低
平
ア
ク

セ
ン
ト
の
語
に
比
べ
て
、
低
い

一
致
率
で
あ
る
。
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
側
か

ら
言
え
ば
、
こ
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
の
語
は
、
四
音
節
低
平
型
の
語
に
比
べ
て
、

比
率
と
し
て
、
他
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
か
ら
こ
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
に
変
化
し
た

も
の
が
多
い
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
単
宇
声
調
連
続
形
の
側
か
ら

見
た

一
致
率
は
更
に
低
い
。
こ
れ
は
、
単
字
声
調
連
続
形
と
し
て
四
音
節
中

高
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
語
は
、
他
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
か
ら
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト

と
し
て
四
音
節
中
高
型
に
な
る
よ
り
多
く
、
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
他
の

ア
ク
セ
ン
ト
型
に
変

っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。　
つ
ま
り
、

こ
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
は
語
の
熟
合
に
よ
る
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
に
お
い
て
は
避

け
ら
れ
る
傾
向
に
な
る
ア
ク
セ
ン
ト
型
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
型
毎
の
用
例
数
の
多
寡
と
、
第
二
次
の

ア
ク
セ
ン
ト
変
化

（語
の
熟
合
に
よ
る
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
）
に
お
い
て
指
向

さ
れ
る
か
避
け
ら
れ
る
か
は
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
各
ア
ク
セ
ン
ト
型
に
つ
い
て
見
る
と
、
用
例
数

が
僅
か
で
あ
つ
た
り
、　
一
致
率
の
差
が
僅
か
で
あ
る
も
の
を
除
い
て
、
次
の

よ
う
に
整
理
出
来
る
。

避
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
ア
ク
セ
ン
ト
型

二
音
節
低
平
Ｏ
〇
　
一一一音
節
中
高
０
０
０
　
四
音
節
末
高
Ｏ
Ｏ
Ｏ
●

四
音
節
中
高
Ｏ
●
Ｏ
Ｏ

・
〇
〇
Ｏ
Ｏ

指
向
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
ア
ク
セ
ン
ト
型

二
音
節
頭
高
●
〇
　
一
王
自
節
高
平
●
０
　
一一一音
節
頭
高
●
Ｏ
Ｏ

こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
避
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
ア
ク
セ
ン
ト
型
と

指
向
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
ア
ク
セ
ン
ト
型
と
で
、
第

一
音
節
の
高
低
が
対
立

し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
指
向
さ
れ
る
傾
向
に
な
る
ア
ク
セ
ン
ト
型



高
平

中
末
低

中
末
高

平
板

中
低

中

高
末
高

低
平 ４

音
節

高
平

中
低

末
低

頭
高

平
板

中

高

末

高
低
平 ３

音
節

高

平

頭
高

末
高

低
平 ２

音
節

ア
ク
セ
ン
ト
型

０
●
０

●

０

●
Ｏ

Ｏ

Ｏ
０
０
●

〇
●
０
●

０
０
０
０
　
０
０
●
○

Ｏ

Ｏ
Ｏ

●

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

０
●

●

●
０

０

０
●

Ｏ

●

○
○

０
０

●

〇
●
○

○
○

●

Ｏ
Ｏ
Ｏ

０

●

０

０

〇

●

○

○

漢

　

語

ｌ

　

ｏ
誤

５
　
　
ｏ
ぷ

２

　
ｏ
誤

７

　

『
ｒ

卜
深

弦知
　
　
『
０
。
Ｏ
潔

υ^
　
　
∞
∞
・
ｏ
ま

つ
る

『
ま

1  3

騨
〇
〇
潔

〇
誤

２
　
ｏ
誤

『
］
・
ふつ
潔

”
『
・
ゞ

５

　

∞
ｏ
深

２０

　
ぃ
ぃ
謀

３３

　

『
〕

『
謀

７
　
『
ｒ
ぶ
誤

∞

謀

２

　

い
ｏ
謀

７

　

ド
ｏ
ｏ
ま

用
例
数
　
一
致
率

〇

●

Ｏ

●

○
●
○
○

Ｏ
Ｏ

Ｏ
●

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

●
○
●

●
Ｏ
Ｏ

０
０

●

０
０
０

Ｏ
Ｏ
●

Ｏ
Ｏ
Ｏ

０

●

０

０

○

●

Ｏ

Ｏ

単
宇
連
続

父
）
　
　
０
〕

・
ω
深

３２

　

ω
〕

ｍ
誤

‐２

　

ｏ
９

ミ
浪

４９

　

∞
ド

∞
潔

６

　

ω
ｏ
誤

14

O
Cや

Ｏ
深

５

　
ｏ
ｏ
誤

7

い
『
・
誤

19

囀

O
潔

34

〇

ω
謀

６

　
　
∞
ω

・
∞
謀

‐２

　

μ
ｏ
ｏ
潔

３^
　
　
∞
∞
・
ω
誤

９

　

『
ド

∞
誤

用
例
数

　
一
致
率
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に
共
通
す
る
第

一
音
節
の
高
は
、
単
字
の
声
調
と
し
て
は
、　
一
音
節
去
声
字

が
上
声
化
し
た
場
合
だ
け
で
あ
る
。　
つ
ま
り
、
第

一
音
節
が
高
で
あ
る
ア
ク

セ
ン
ト
型
は
、
単
宇
声
調
連
続
形
と
し
て
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
劣
勢
な
型
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
ク
セ
ン
ト
型
が
指
向
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
語
の
熟
合
に
よ
る
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
に
お
い
て
は
、
よ

り
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
ら
し
く
な
い
型
に
変
化
す
る
傾
向
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
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と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
単
字
声
調
連
続
形
と
し
て
は
存
在
し
な
い
、
三
音
節
末
低
０
●
○

・
四
音
節
中
末
高
〇
〇
０
●

・
四
音
節
中
末
低
０
●
○
○

。
四
音
節
高
平
●

●
０
●
は
、
四
音
節
中
末
高
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
第

一
音
節
が
高
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
単
字
と
し
て
は
、
語
頭
二
音
節
上
声
字
か
、
入
声
軽
の
声
点
差

声
字
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
が
出
現
す
る
の
も
、
語
の
熟
合
に

よ
る
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
に
お
け
る
、
よ
り
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
ら
し
く
な
い
型

へ
の
変
化
と
し
て
捉
ら
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

次
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
三
音
節
末
高
Ｏ
Ｏ
●

。
三
音
節
平
板
０
０
●

の
ア
ク
セ
ン
ト
型
の
語
は
、
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
側
か
ら
見
た

一
致
率
も
、

単
宇
声
調
連
続
形
の
側
か
ら
見
た

一
致
率
も
低
率
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
単
字
声
調
連
続
形
と
し
て
こ
れ
ら
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
で
あ

っ
た
語
の

多
く
が
、
他
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
に
変
化
す
る

一
方
で
、
単
字
声
調
連
続
形
と

し
て
他
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
で
あ

っ
た
語
も
、
多
く
こ
れ
ら
の
ア
ク
セ
ン
ト
型

に
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
現
時
点
で
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
先
に
述
べ
た
四
音
節
低
平
型
ア
ク
セ
ン
ト
の

語
と
の
対
比
で
言
う
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ど
ち
ら
の
側
か
ら
見
た

一
致
率
も
高
率
で
あ
る
四
音
節
低
平
型
ア
ク
セ
ン

ト
が
、
臨
時

一
語
的
な
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
型
で
あ

っ

た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
は
、
よ
り
熟
合
度
の
高
い
語

の
ア
ク
セ
ン
ト
型
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
語
と
し
て
は

臨
時

一
語
的
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
単
宇
声
調
連
続
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
こ

れ
ら
の
型
で
あ

っ
た
場
合
、
か
え

っ
て
避
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

四
　
ま
と
め

以
上
、
本
文
献
の
声
点
差
声
の
あ
る
二
字
漢
語
で
、

「法
華
経
単
字
」
の

反
切
に
よ

つ
て
単
字
の
声
調
を
知
る
こ
と
の
出
来
る
語
に
つ
い
て
、
単
字
声

調
の
連
続
形
と
、
本
文
献
の
声
点
差
声
に
基
づ
く
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
を
対

照
さ
せ
て
、　
一
致
率
と
言
う
観
点
か
ら
考
察
を
行
な
っ
た
。

但
し
、
以
上
で
述
べ
た
こ
と
は
、
傾
向
と
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
で
あ
つ

て
、
絶
対
的
な
変
化
で
は
な
い
。
殆
ど
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
に
お
い
て
は
、
避

け
る
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
ア
ク
セ
ン
ト
型
で
あ
っ
て
も
、
他
の
ア
ク
セ
ン

ト
型
か
ら
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
に
変
化
し
た
語
が
あ
り
、
ま
た
、
指
向
す
る

傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
ア
ク
セ
ン
ト
型
で
あ
っ
て
も
、
他
の
ア
ク
セ
ン
ト
型

に
変
化
し
た
語
も
あ
る
の
で
あ
る
。
第
二
次
の
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
は
、
第

一

次
の
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
よ
う
な
規
則
的

・
体
系
的
な
変
化
で
は
な
く
、
語

の
熟
合
度
に
よ
っ
て
生
じ
る
か
否
か
が
異
な
り
、
ま
た
恐
ら
く
は
、
語
の
意

味
や
音
形
に
基
づ
く
類
推
に
よ
つ
て
、
同

一
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
の
語
が
異
な

る
ア
ク
セ
ン
ト
型
に
変
化
す
る
と
言
う
、
個
別
的
な
変
化
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

注（１
）
拙
稿

「高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
の
漢
宇
声
調
に
つ

い
て
―
保
延
本
法
華
経
単
字
と
の
比
較
―
」

（鳥
取
大
学
教
育
地
域
科
学

部
紀
要
　
教
育

。
人
文
科
学
　
第
四
巻
　
第
二
号
　
平
成
十
五
年

一
月
）

ま
た
、
本
文
献
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
整
理
の
報
告
、
加
点
字
の
分
韻

表
の
形
で
の
報
告
、
及
び
漢
音
系
字
音
の
混
入
に
つ
い
て
の
考
察
に
、
次

の
諸
拙
稿
が
あ
る
。

「高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
を
め
ぐ
つ
て
」

（鎌
倉
時
代
語

研
究
　
第
十
九
輯
　
平
成
人
年
人
月
）

「高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
加
点
字
翻
刻
並
び
に
分
韻
表
」

（鎌
倉
時
代
語
研
究
　
第
二
十

一
輯
　
平
成
十
　
年
五
月
）

「字
音
直
読
資
料
と
し
て
の
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
―
漢

音
系
字
音
の
混
入
に
つ
い
て
―
」

（鎌
倉
時
代
語
研
究
　
第
二
十
二
輯

平
成
十
二
年
十
月
）



鳥取大学教育地域科学部紀要 教育 。人文科学 第15巻 第1号

［付
記
］
本
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
文
献
の
閲
覧

・
調
査
に
関
し
て
、
高
山

寺
小
川
千
恵
御
住
職
を
初
め
と
す
る
高
山
寺
御
当
局
の
方
々
の
御
高
配
を
賜

っ
た
。
ま
た
、
築
島
裕
先
生

・
小
林
芳
規
先
生
を
初
め
と
す
る
高
山
寺
典
籍

文
書
綜
合
調
査
団
の
方
々
に
は
、
様
々
の
お
導
き
を
頂
い
た
。
記
し
て
深
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。


